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ダ
ム
再
開
発
で
は
放
流

量
が
未
決
定
に
も
関
ら
ず
、

毎
秒
９
０
０
ｔ
か
ら
１
５
０
０
ｔ

に
す
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
が
進

ん
で
い
る
。
放
流
量
を
含
め
て
、

工
法
、
塔
ノ
島
地
区
の
歴
史
的
景

観
の
保
全
、
堤
防
の
強
化
等
総
合

的
に
議
論
す
る
べ
き
で
は
。

本
市
は
、
琵
琶
湖
周
辺

の
浸
水
被
害
の
軽
減
だ
け

で
な
く
、
下
流
部
へ
の
被
害
軽
減

効
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
宇
治
川
改

修
事
業
及
び
ダ
ム
再
開
発
事
業
に

協
力
し
て
い
る
。
毎
秒
１
５
０
０

ｔ
の
放
流
量
は
宇
治
橋
地
点
に
お

け
る
過
去
１
５
０
年
間
の
最
大
雨

量
、（
２
日
間
で
連
続
雨
量
２
７

２
ミ
リ
）
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
集

中
豪
雨
が
近
隣
で
発
生
し
た
場
合

に
も
浸
水
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
有
効
な
数
値
で
あ
る
。

ま
た
、
塔
ノ
島
付
近
の
景
観
や
自

然
環
境
に
十
分
配
慮
し
、
河
床
掘

削
量
を
減
ら
す
方
法
や
バ
イ
パ
ス

案
等
さ
ま
ざ
ま
な
工
法
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
第
一
に
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
治

水
を
優
先
さ
せ
、
そ
の
上
で
生
態

系
や
景
観
に
最
大
限
、
配
慮
を
す

べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
で
事
業
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

問
天ヶ瀬ダム再開発について

―答弁―市民の生命と財産を

守る治水を最優先させる

ダ
　
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
偽
装

問
題
は
、
規
制
緩
和
の
流

れ
の
中
で
建
築
確
認
申
請
事
務
の

民
間
代
行
が
可
能
と
な
り
、
利
益

優
先
が
第
一
の
企
業
間
競
争
の
も

と
、
安
心
・
安
全
が
二
の
次
と
な

っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。
再

発
防
止
の
た
め
の
本
市
の
対
策
は
。

今
回
の
大
臣
認
定
構
造

計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
ざ

ん
行
為
は
、
法
制
度
の
想
定
外
の

行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市
内
で

確
認
さ
れ
る
建
築
物
の
大
半
は
、

指
定
確
認
検
査
機
関
が
確
認
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
確
認

を
行
っ
た
後
、
一
定
の
期
間
内
に

そ
の
報
告
が
本
市
に
提
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
報
告
図
書
で
は
、
今

回
の
よ
う
な
構
造
に
か
か
る
再
点

検
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
国
に
よ
る
法
制
度
の
改

善
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、

木
造
建
築
物
を
除
き
構
造
計
算
書

が
必
要
な
確
認
申
請
に
は
、
設
計

者
及
び
指
定
確
認
検
査
機
関
に
注

意
喚
起
を
促
す
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
構
造
計
算
に
必
要
な
荷
重
や

使
用
材
料
及
び
計
算
結
果
の
概
要

な
ど
を
示
す
構
造
概
要
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
建
築
物

の
建
設
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
偽
装
問
題
に

対
す
る
本
市
の
対
策
は

―
答
弁
―
注
意
喚
起
を
促
す
た
め
必
要
に

応
じ
て
構
造
概
要
書
を
提
出
さ
せ
る

耐震偽装問答

住
民
へ
の
ご
み
有
料
化

の
押
し
つ
け
で
は
、
ご
み

問
題
は
解
決
し
な
い
と
考
え
る
。

生
産
者
責
任
の
徹
底
と
住
民
と
自

治
体
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
本
市
で
は
ご
み
袋

の
有
料
化
を
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

国
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
の
役
割
と
し
て
、
費
用

負
担
を
利
用
し
た
一
般
廃
棄
物
の

排
出
抑
制
や
再
生
利
用
の
推
進
、

排
出
量
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
化

及
び
住
民
の
意
識
改
革
を
進
め
る

た
め
、
一
般
廃
棄
物
処
理
の
有
料

化
の
推
進
を
図
る
べ
き
と
の
指
針

が
示
さ
れ
た
。
ご
み
有
料
化
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
分
別

の
徹
底
、
ご
み
減
量
化
の
促
進
、

収
集
作
業
の
安
全
確
保
な
ど
を
目

的
と
す
る
透
明
の
指
定
ご
み
袋
を

有
料
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

に
負
担
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
価

格
を
実
費
に
す
る
か
、
実
費
以
上

に
負
担
を
求
め
る
有
料
化
に
す
る

か
な
ど
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
指
定
袋
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
管

内
の
３
市
３
町
で
歩
調
を
合
わ
せ

て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
宇
治
市

廃
棄
物
減
量
等
推
進
協
議
会
で
、

論
議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ご
み
有
料
化
に
対
す
る

市
の
見
解
は

―
答
弁
―
３
市
３
町
で
歩
調
を
合
わ
せ
て

協
議
す
る

環　境問答

子
ど
も
た
ち
の
学
力
低

下
と
併
せ
て
、
い
わ
ゆ
る

で
き
る
子
、
で
き
な
い
子
の
二
極

分
化
が
進
み
、
学
年
進
行
と
と
も

に
格
差
が
つ
い
て
く
る
こ
と
は
憂

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
課
題
を
見
極

め
、
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
市
の
見
解
は
。

本
市
で
は
、
学
力
低
下

や
二
極
分
化
へ
の
課
題
解

決
に
向
け
て
、
習
熟
度
別
の
少
人

数
指
導
を
は
じ
め
、
少
人
数
授
業

や
朝
学
習
、
放
課
後
の
補
充
学
習

な
ど
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
二
極
分
化
の
防
止
、

学
力
向
上
に
は
家
庭
学
習
と
リ
ン

ク
さ
せ
た
取
り
組
み
が
重
要
と
考

え
、
小
学
校
で
は
学
級
、
学
年
を

単
位
と
し
て
、
学
校
で
の
学
習
内

容
の
定
着
に
必
要
な
内
容
の
宿
題

を
出
し
、
家
庭
学
習
と
し
て
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

一
部
の
中
学
校
で
は
、
前
日
の
家

庭
学
習
の
教
科
、
内
容
、
時
間
等

を
生
徒
に
記
入
さ
せ
、
生
徒
か
ら

提
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
担
任
が
助

言
す
る
と
い
う
方
法
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し

て
は
、
授
業
と
家
庭
学
習
を
リ
ン

ク
さ
せ
た
取
り
組
み
は
不
十
分
で

あ
り
、
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

―
答
弁
―
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
が

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

教　育問答

市
が
示
し
た
大
久
保
小

と
消
防
分
署
の
合
築
方
針

に
対
し
、
育
友
会
や
地
域
の
各
種

団
体
か
ら
狭
い
敷
地
面
積
、
サ
イ

レ
ン
音
が
学
習
環
境
に
与
え
る
悪

影
響
等
か
ら
反
対
の
声
が
非
常
に

大
き
い
。
住
民
意
見
を
最
大
限
尊

重
し
、
計
画
を
撤
回
す
べ
き
で
は
。

育
友
会
を
は
じ
め
地
域

か
ら
の
今
回
の
計
画
へ
の

反
対
の
声
は
率
直
に
受
け
止
め
て

い
る
。
サ
イ
レ
ン
音
へ
の
懸
念
、

大
久
保
小
学
校
の
敷
地
、
と
り
わ

け
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
現
状

か
ら
見
て
十
分
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
面

積
の
確
保
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の

建
て
替
え
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

考
慮
し
、
今
回
最
終
案
と
し
て
新

し
い
基
本
構
想
案
を
示
し
た
。

こ
の
中
で
、
サ
イ
レ
ン
音
は
校

舎
配
置
の
工
夫
と
、
サ
イ
レ
ン
に

特
殊
な
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
で

改
善
が
図
れ
る
。
非
常
に
狭
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
は
現
在
の
約
1.5

倍
の
８
０
４
５
㎡
、
体
育
館
は
約

1.6
倍
、
校
舎
は
約
1.2
倍
の
面
積
を

確
保
す
る
予
定
で
あ
り
、
消
防
機

能
を
併
せ
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
活
用
し
た
、
地
域
防
災
避
難

拠
点
と
し
て
、
地
域
と
の
交
流
が

保
た
れ
た
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
通
え
る
学
校
に
し
て
い
く
。

答

問 大久保小学校の改築と
伊勢田消防分署の移転について

―答弁―合築のメリットを活用した

新しい学校を目指す

教
　
育

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
及
び
建
設
水
道

常
任
委
員
会
の
実
施
し
た
先
進
地
へ
の

行
政
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
会
の

視
察
報
告

●
日
程

11
月
16
日
か
ら
18
日

●
視
察
先
・
視
察
項
目

【
長
野
県
長
野
市
】

・
幼
保
一
元
化
事
業

・
障
害
児
社
会
適
応
訓
練
事
業

【
東
京
都
大
田
区
】

・
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
わ
か

ば
の
家

・
学
校
施
設
耐
震
化

【
埼
玉
県
川
越
市
】

・
学
校
複
合
施
設

・
ク
ラ
ッ
セ
川
越

●
視
察
人
員

委
員
８
名
、
市
執
行
部
２
名
、
議

会
事
務
局
２
名
　
計
12
名

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

●
日
程

11
月
16
日
か
ら
18
日

●
視
察
先
・
視
察
項
目

【
山
口
県
柳
井
市
】

・
白
壁
の
ま
ち
な
み
整
備
事
業

・
ふ
る
さ
と
の
道
整
備
事
業

【
山
口
県
下
関
市
】

・
ア
ク
ア
パ
ー
ク
モ
デ
ル
事
業

・
乃
木
浜
総
合
公
園
整
備
事
業

【
山
口
県
萩
市
】

・
浜
崎
地
区
街
な
み
環
境
整
備

事
業

●
視
察
人
員

委
員
８
名
、
市
執
行
部
２
名
、
議

会
事
務
局
２
名
　
計
12
名

建
設
水
道
常
任
委
員
会

3月定例会の予定

月日 曜日 会議日程等
2／14 火 議会運営委員会
2／17 金 請願提出締切
2／20 月 議会運営委員会
2／21 火 本会議（招集・提案説明等）

議会運営委員会

2／23 木
本会議（議案審議等）
全員協議会
委員長会議

2／28 火 本会議（一般質問）
3／2 木 本会議（一般質問）

3／3 金
議会運営委員会
本会議（一般質問・議案審議）

3／6 月 常任委員会
3／7 火 常任委員会
3／8 水 常任委員会
3／9 木 予算特別委員会
3／10 金 予算特別委員会
3／13 月 予算特別委員会

3／14 火
議会運営委員会
本会議（議案審議）

3／15 水 予算特別委員会
3／16 木 予算特別委員会
3／20 月 予算特別委員会（実地）
3／24 金 予算特別委員会（総括）
3／29 水 議会運営委員会
3／30 木 本会議（議案審議）

次の定例会は2月21日からです。

▲川越市（11月17日）

▲下関市（11月17日）


